
- 1 -

CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2014年 5月 10日(土)放送速記録

「OECDフォーラム2014」で考えたこと

開倫塾

塾長 林 明夫

１．おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴きいただき、あ

りがとうございます。

5 月 5 日(月)・6 日(火)にフランスのパリにある OECD で開かれた「OECD フォーラム 2014」に

参加させてもらいましたので、今週はその報告をさせていただきます。OECD は経済協力開発機構

といいます。日本はちょうど 50年前に加盟しましたので、今非常に話題になっていると思います。

その OECD のメンバーの方々が、閣僚会議というものを今週の火曜日と水曜日に開きました。私

が参加させてもらった「OECD フォーラム 2014」は閣僚会議の前日から開かれ、2 日目は閣僚会議

と重なりましたが、世界の政治家でない方も参加できるものでした。私は、世界各国から 1000 人

ぐらいの方が集まったフォーラムに参加させてもらいました。

２．今回は日本が加盟して 50 周年ということで、安倍首相も参加され、議長を務められました。私

は、火曜日の朝に安倍首相の演説を前の方の席で聞かせていただきました。安倍首相は、これから

頑張ってアベノミクスの三本の矢の三本目をどんどん打ち続けるというお話をしまして、会場から

非常に大きな声援を受けていました。安倍首相の他にも岸田外務大臣や甘利経済財政担当大臣が御

出席なさり、日本政府が力を入れて支援した会議だといわれています。

３．また、ノーベル賞を受賞なさった山中伸弥京都大学 iPS 細胞研究所の所長さんが 1 時間あまりお

話になりました。私は 1番前の席で聞かせていただき、山中先生の素晴らしさを再認識した次第で

す。

４．それから、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災から 3 年が経ちましたが、被災地の高校生が OECD

東北スクールという勉強会を開いており、その代表のお二人の方が参加して 1時間半ぐらいのセッ

ションといいますか、勉強会をしていました。高校生が頑張っているのを見て感銘を受けました。

５．「OECDフォーラム 2014」のテーマは「強靭な経済と包括的な社会を目指して」というもので、OECD

の加盟国が今年 1年間かけて取り組むものです。強靭な経済というテーマにしたのは、リーマンシ
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ョックや震災などいろいろなことが世界中で起こっていますが、それらにめげずに跳ね返して元に

戻る強靭さをもった経済にしようということからだと思います。また、包括的な社会とは多様性を

包み込む社会のことで、特に女性の社会参加を大事にする、高齢者の社会参加を大事にする、少数

民族の方の社会参加を大事にするというような意味での多様性のある社会をこれからつくろうとい

うことで、包括的な社会を目指してがテーマになりました。このテーマは、これから 1・2 か月の

うちに G20 のサミットがありますが、その主要テーマです。このサミットのテーマを決めるため

に、OECDの閣僚会議があり、市民を巻き込んでのフォーラムがあると私は理解しています。

６．開倫塾は OECD の高等教育管理というプログラム(IMHE)のメンバーですので、私が代表として

参加を申し込み、参加が承認されました。私がこのフォーラムで考えたことは、安倍首相が 20 年

あまり続くデフレという魔物から日本を脱却させるために成長戦略の矢をどんどん放っています

が、女性の方の社会参加、障害を持った方の社会参加、家族の介護をしている方の社会参加、病気

を持っている方の社会参加を促すことが大事ではないかということです。1 週間に 8 時間以上働く

方を労働参加しているといいますが、正式な形で 1日 8時間、週 40時間以上の労働はできないが、

例えば家庭など職場から離れたところで週に 8時間以上働ける方はたくさんいます。そういう方々

を含めてみんなが社会に参加する、特に労働に参加することを増やしていけば、日本の経済成長率

も上がるのではないかと思います。また、65 歳を過ぎた方の中にも元気な方は山ほどいます。高

齢者と呼ばれる方々の社会参加、特に労働参加を促すことも大事ではないかと思います。

７．ただ、スキルがないとなかなか社会参加や労働参加はできません。ですから、労働生産性を向上

させるために英語をもう一度勉強する、コンピュータのワード・エクセルの初級的なものや中級的

なものを勉強する。つまり、家にいる方も、職場から離れている方も、65 歳を過ぎた方も、英語

やコンピュータをもう一度学び直して労働生産性を向上させれば、いろいろな方が社会に参加でき

ます。

８．このように、多様な働き方を企業や社会が容認して、15 歳から 64 歳までの労働生産年齢人口に

あたる方々はもちろん、65歳以上の方々の労働参加率を 8割、9割という形で上げでいけば素晴ら

しい日本ができるのではないかと思いました。

９．今日は、今週の月曜日と火曜日にパリで開かれた「OECD フォーラム 2014」に参加をして安倍

首相や山中教授のお話をお聞きしましたので、その感想を含めてお話をさせていただきました。皆

様はどのようにお考えでしょうか。


